2010道本部組織労働局発第199号

2010年２月１日

各　地方本部、単組・総支部執行委員長　様

自治労北海道本部

執行委員長　山上　　潔

苫小牧市給与独自削減継続提案に対する集中打電行動について（要請）

　苫小牧市当局は１月19日、苫小牧市労連に対して財政状況を理由に、①給料月額1.6％の独自削減、②2009賃金確定闘争で継続協議とした持ち家手当の2,500円引き下げおよび交通用具利用者の通勤手当を国公どおり引き下げ（あわせて0.3％相当）の、1.9％削減の提案をしてきました。苫小牧市労連は、市当局が現行の独自削減を行った当時の交渉において、2009年度で独自削減を終了すると回答したにもかかわらず、新たに独自削減を提案する姿勢を厳しく追及し、独自削減について再考するよう強く求めてきました。また、過去４年間の交渉の中で、市当局の経営責任・雇用者責任についても徹底的に追及してきましたが、自身の財政見通しの甘さを認めつつも当事者としての自覚を示すことなく、見通しが立たない財政の帳尻を再び人件費で補おうとしています。
苫小牧市労連は、このような市当局の対応を許さず、組合員・家族の生活を守り、市民生活の向上をめざすためにも、各種戦術を配置しながら強力に取り組みを進めていくこととしています。

　自治労北海道本部としてはこうした苫小牧市労連からの要請に、苫小牧市労連への支援と、独自削減継続提案の見直しを求める市長への打電行動を、全道各単組・総支部から集中的に行うこととします。各単組・総支部におかれましては、特段のご協力をお願いいたします。

記

苫小牧市労連および苫小牧市当局への集中打電行動
１．取り組み期間　　　　２月１日～12日

２．市長への抗議打電　　あて先：苫小牧市長　岩倉　博文

ＦＡＸ：０１４４－３３－２３３０

　　　　　　　　　　　文　例：『約束違反の独自削減継続提案は即時撤回すべき』

　　　　　　　　　　　　　　 『当局責任を放棄し、財政のツケを組合員に押し付ける提案には断固として抗議します』
３．組合への激励打電　　あて先：自治労苫小牧市職員労働組合連合会

　　　　　　中央執行委員長　佐々木　修司

ＦＡＸ：０１４４－３６－８５６８
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